文化財レスキューへの新潟県立歴史博物館の支援体制について
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1. 支援資材
品名　　　　　　　　　　　　　　　　　　      サイズ（無記載はmm）　　　　　　　　 数量

□ストレージボックス　　　 　　　26×32×2 inches　　　　　 　  40
□エアキャップ（ロール）　　　  　　　1200×42 m　　　　　　　　4
□ダンボールシート（ロール）  　　　　1000×10 m　　　　　　　　1
□薄葉紙（平版・1000枚入り） 　　　　 1191×788　　　  　       1
□綿座布団　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  30

□キッチンタオル（ロール・50カット）　228×210　　　　　　　　  64
□クリーンワイプ　　　　　　　　　　　100×210　　　　　　　　　60（300枚入）
□梱包テープ　　　　　          　　　50×25 m　　　　　　　　  15

□ＰＰロープ（太さ5㎜）　　　　　 　　 100 m　　　　　　　　   2
□軍　手　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    50

□テンバコ　P-54　　　　　      540×340×280(内寸)　　　　　　 5
（新潟県立歴史博物館の印刷入り）
□テンバコ　P-15　　　　　      540×340×65(内寸)　　　　　　　5
（新潟県立歴史博物館の印刷入り）
□メッシュコンテナ　　　　　　　660×420×110 (内寸)            10
□乾燥カゴ　　　　　　　　　　　365×260×65 (内寸)             20
２. 資材の受け取り及び輸送・梱包要員について

・当館で資材輸送可能（公用車にて現地まで輸送）

・県外輸送可能、梱包・輸送要員として当館職員等を２、３名派遣可能（公用車・自家用車に同乗）

３．資料保管場所の提供
・仮保管場所の提供可能

・面積100㎡（棚あり）

・空調設備 昼間のみ空調運転

・防犯設備 館内（施錠有り）

・保存設備　館内 収蔵庫３（考古系収蔵庫、ただし作業場所を兼ねるため、土足可）

　　　　　　　　指定文化財や脆弱な文化財で少量ならば収蔵庫１（歴史美術系）
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